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第208号

る
た
め
都
市
公
園
条
例
の
改
正

が
提
案
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。
新
た
に
設
置

す
る
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料

は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降

の
利
用
か
ら
、
１
時
間
当
た
り

市
内
料
金
が
５
０
０
円
、
市
外

料
金
が
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。
次
の
施

設
は
、
31
年
４
月
１
日
か
ら
５

年
間
、
指
定
管
理
者
が
運
営
・

管
理
を
行
い
ま
す
。〔
勤
労
会

館
、
土
屋
霊
園
、
市
営
住
宅
及

び
共
同
施
設
、
旧
横
浜
ゴ
ム
平

塚
製
造
所
記
念
館
、
軟
式
庭
球

場
・
桃
浜
町
庭
球
場
・
大
神
ス

ポ
ー
ツ
広
場
、
湘
南
ひ
ら
つ
か

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
土
沢
野
球

場
・
土
沢
多
目
的
広
場
〕

◆
人
事
案
件
に
同
意

　

監
査
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
井
澤
郁
人
氏
（
め

ぐ
み
が
丘
一
丁
目
）
を
選
任
す

る
議
案
に
全
員
異
議
な
く
同
意

し
ま
し
た
。

と
が
難
し
く
な
る
こ
と
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
し
い

定
数
は
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆�

総
合
体
育
館
武
道
場
の
設
備

使
用
料
金
を
設
定

　

総
合
体
育
館
の
武
道
場
へ
冷

暖
房
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
、
設
備
の
使
用
料
を
定
め

　

今
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議

員
か
ら
本
市
議
会
議
員
の
定
数

を
２
人
削
減
し
て
26
人
と
す
る

条
例
改
正
の
会
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
案
説
明
で
は
、
提
出
議
員

の
代
表
者
か
ら
、
本
市
財
政
の

硬
直
化
や
将
来
の
人
口
減
少
を

踏
ま
え
、
議
会
改
革
の
観
点
や

市
民
意
識
な
ど
か
ら
定
数
を
削

減
し
、
質
の
高
い
議
会
運
営
を

進
め
た
い
と
改
正
の
理
由
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
議
員
の
期
末
手

当
の
引
き
上
げ
と
の
整
合
性

や
、
定
数
削
減
後
の
議
会
の
在

り
方
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
４
人
の
議
員
が

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
賛
成
の

議
員
か
ら
は
、
身
を
切
っ
て
改

革
の
姿
勢
を
示
し
、
少
数
精
鋭

の
議
員
が
市
民
意
見
の
集
約
に

努
め
る
こ
と
で
負
託
に
応
え
る

べ
き
で
あ
る
と
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
反
対
の
議
員

か
ら
は
、
議
論
が
不
十
分
で
進

め
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
や
、

民
意
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
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平成30年12月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
平
成
30
年
11
月
28
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
30
年
度
補
正
予
算
や
人
事
案
件

な
ど
22
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し

ま
し
た
。
な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
29
年
度
決
算
の
認
定
な

ど
に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
議
員
定
数
の
削
減
に
関
す
る
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

定
数
を
28
人
か
ら
26
人
へ
削
減

市
議
会
議
員
定
数
条
例
を
一
部
改
正

23
回
目
を
迎
え
た
旭
郷
土
か
る
た
大
会
。

旭
南
公
民
館
に
約
１
７
０
名
の
小
学
生
が
集
ま
り
、
地
域
の

風
物
に
ち
な
ん
だ
か
る
た
を
取
り
合
い
ま
し
た
。

新
し
い
定
数
は

次
回
の
選
挙
か
ら

平成29年度
〈〈〈決算特別委員会の質疑内容は３面に

決 算 を 認 定
　９月定例会で継続審査となっていた29年度の決算
の認定などに関する議案は、付託した決算特別委員
会で詳細な審査を行いました。
　一般会計の決算額は、歳入が総額860億8392万円
で、前年度比1.2％の増加となり、歳出が総額824億
3136万円で、前年度比1.6％の増加となりました。
歳入では、借入抑制による市債などの減少、市税な
どの増加がありました。歳出では、新庁舎建設や総
合公園施設改修などに関する増加、余熱利用施設整
備の完了などによる減少がありました。
　特別会計の競輪事業では、メインスタンドの建築
工事や競走路の改修などが行われ、KEIRINグラン
プリ2017などが開催されました。

 病院事業では、県から救命救急センターの指定を
受けるとともに、国が目指す医療体制を見据えた診
療報酬の施設基準を取得するなど、新たな理念と基
本方針の下、病院運営が進められました。また、本
館改修等工事と南館解体工事が実施されました。
　下水道事業では、中長期的な経営の基本計画であ
る経営戦略の策定に着手するとともに、東部ポンプ
場の耐震長寿命化対策工事が実施されたほか、ツイ
ンシティ大神地区の公共下水道の整備や国道１号の
管路地震対策事業が進
められました。
　これら決算の認定な
どに関する４案件につ
いて、本定例会初日に
採決を行い、認定、可
決しました。

　

一
般
会
計
で
は
、
専
決
処
分
を
行
っ
た
30
年
10

月
の
台
風
24
号
に
よ
り
発
生
し
た
被
害
に
伴
う
災

害
復
旧
に
関
す
る
経
費
の
補
正
予
算
を
承
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
既
定
予
算
で
措
置
で
き
な
か
っ
た

経
費
な
ど
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
８
１
７

億
９
４
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
一
部
を
紹
介

［
国
民
年
金
事
業
］

●�
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
５
８
万
円

［
総
合
公
園
屋
外
ト
イ
レ
改
修
事
業
］

●
公
園
内
屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
の
経
費

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
６
０
１
万
円

平成30年度予算を補正
一般会計総額817億9413万円に

29年６月にオープンした
競輪場メインスタンド
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問
　
市
長
は
11
月
28
日
、
来
春

の
市
長
選
挙
に
向
け
て
、「
た

し
か
な
平
塚
を
。」
と
題
し
た

新
た
な
方
針
を
自
身
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
示
し
た
。
こ
れ

に
は
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
少
子
化
の
進
行
や
超
高

齢
社
会
の
急
速
な
進
展
な
ど
に

よ
り
、
働
き
手
や
地
域
の
担
い

手
の
減
少
、
経
済
規
模
の
縮

小
、
税
収
の
減
少
な
ど
の
社
会

経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、

社
会
資
本
や
社
会
保
障
制
度
の

持
続
、
単
身
高
齢
世
帯
数
の
増

加
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
で
縮

小
し
て
い
く
と
い
う
変
化
が
激

し
い
時
代
に
、
安
定
し
た
、
確

実
な
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
将
来
に
向
け
て
魅
力
あ

る
明
る
い
平
塚
を
次
の
ス
テ
ー

市
長
　
家
庭
か
ら
の
弁
当
の
重

要
度
を
よ
く
認
識
し
た
上
で
、

全
体
と
し
て
の
栄
養
価
や
子
供

の
発
達
へ
の
支
援
な
ど
、
完
全

給
食
の
意
義
を
伝
え
て
い
く
。

問
　
見
附
台
周
辺
地
区
整
備
・

管
理
運
営
事
業
（
Ａ
・
Ｃ
ブ

ロ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
、
今
後
、

市
民
の
意
見
が
ど
の
程
度
実
施

設
計
に
反
映
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
市
民
説
明
会

を
12
月
下
旬
に
開
き
、
そ
の
中

で
出
た
意
見
は
事
業
者
に
伝
え

る
。
調
整
を
行
い
、
反
映
で
き

る
も
の
は
で
き
る
限
り
反
映
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
相
模
小
学
校
移
転
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
相
模
小
学
校
の

開
校
時
期
を
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
中
に
学
校
用
地

の
取
得
が
完
了
し
た
場
合
、
平

成
31
年
度
中
に
工
事
費
な
ど
の

予
算
案
を
議
会
に
提
出
す
る
。

そ
の
後
、
入
札
や
契
約
な
ど
の

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。
着
工

か
ら
完
成
ま
で
約
２
年
間
を
要

す
る
の
で
、
開
校
時
期
は
33
年

度
中
、
若
し
く
は
34
年
４
月
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

清
風
ク
ラ
ブ

い
る
。

指
定
管
理
者
制
度

問
　
こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者

の
募
集
で
、
申
請
団
体
が
１
団

体
の
み
で
あ
っ
た
募
集
は
何
回

あ
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
指
定
管
理
者

制
度
を
初
め
て
導
入
し
た
18
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
に
行
っ
た

全
57
回
の
募
集
な
ど
の
う
ち
、

公
募
を
行
っ
た
結
果
、
１
団
体

の
み
の
応
募
と
な
っ
た
も
の
は

21
回
、
非
公
募
に
よ
り
１
団
体

居
住
意
向
に
つ
い
て

問
　
若
年
層
の
居
住
意
向
が
増

加
し
た
要
因
を
伺
う
。

副
市
長
　
平
成
28
年
度
に
策
定

し
た
子
育
て
支
援
の
政
策
フ

レ
ー
ム
に
基
づ
く
施
策
を
推
進

し
て
き
た
こ
と
や
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｐ
Ｒ
動

画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
魅
力
を
発

信
し
て
き
た
こ
と
が
、
ま
ち
へ

の
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
に
つ
な

が
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

ジ
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

問
　
小
児
医
療
費
助
成
の
所
得

制
限
を
撤
廃
す
る
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
費
用
の

概
算
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

を
無
料
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で

子
育
て
に
対
す
る
支
援
が
よ
り

で
き
る
と
考
え
た
。
支
出
は
約

８
５
０
０
万
円
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

社
会
保
障
費
に
使
え
る
も
の
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

問
　
中
学
校
に
お
け
る
完
全
給

食
に
つ
い
て
、
家
庭
か
ら
の
弁

当
は
教
育
的
効
果
が
高
い
と
い

う
価
値
観
を
持
つ
人
も
い
る
。

そ
の
よ
う
な
人
に
、
完
全
給
食

を
進
め
て
い
く
、
税
金
を
投
入

す
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

と
し
た
も
の
は
14
回
で
あ
る
。

問
　
申
請
団
体
間
の
競
争
が
活

発
に
な
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
複
数
の
応
募

が
あ
れ
ば
、
よ
り
良
い
提
案
を

選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
応
募
す
る
事
業
者
が
施
設

に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
努
力
や
、
応
募
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
期
日
前

投
票
所
の
設
置

問
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
見
え
て
き
た
課
題
は
何
か
。

秘
書
広
報
担
当
部
長
　
自
分
の

ま
ち
を
人
に
勧
め
た
い
と
い
う

他
者
推
奨
意
向
の
指
標
が
上
昇

し
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

満
足
度
の
低
い
分
野
１

問
　「
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
分
野
は

28
、
30
年
度
と
も
市
民
の
満
足

度
は
低
い
。
産
業
振
興
分
野
の

底
上
げ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

副
市
長
　
他
分
野
と
比
較
す
る

と
満
足
度
は
低
い
が
、
前
回
よ

り
も
上
昇
し
て
い
る
。
今
後
も

新
た
に
策
定
し
た
産
業
振
興
計

画
２
０
２
４
に
位
置
付
け
た
施

策
を
推
進
し
、
更
な
る
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
計
画
は
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
事
業
を
精
査

し
な
が
ら
、
必
要
な
拡
充
や
改

良
を
加
え
て
進
め
て
い
く
。

問
　「
商
業
の
活
性
化
と
中
心

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」

の
項
目
で
満
足
度
が
低
い
。
中

心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
現
在
、
駅
周

辺
地
区
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ

く
っ
て
い
る
。
ま
た
若
手
商
業

者
を
集
め
事
業
を
検
討
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
５
年
間
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
こ
と
で
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

満
足
度
の
低
い
分
野
２

問
　「
交
通
の
利
便
性
の
向

上
」
の
項
目
は
満
足
度
が
低

い
。
各
地
域
の
課
題
解
決
に
向

総括
　今定例会では、16人の議員が議案
や市政を問う ｢総括質問｣ を行いまし
た。詳しい質問内容は、会議録をご
覧ください。
★�質問者の文責により質問と答弁の要
旨を掲載しています。

11/28～12/21・会期24日間
12月 定例会概要

11月28日　本会議（第１日）
● 決算認定議案などの表決
● �市長提出議案６案件の上程、提案説
明、表決

● 市長提出議案の上程、提案説明
● �市長提出議案（追加議案）の上程、
提案説明、表決

12月７日～12日　本会議（第２～５日）
● 総括質問
12月14日～17日　常任委員会
● 14日　総務経済常任委員会
	 都市建設常任委員会
● 17日　環境厚生常任委員会
	 教育民生常任委員会
12月21日　本会議（第６日）
● 市長提出議案の討論、表決
● �会議案の提出、提案説明、質疑、討論、
表決

議 長 ダ イ ア リ ー

平塚市議会議長

山原 栄一

　議長の出席した主な会議
などをお知らせします。（11月～１月）

◦11月１日　湘南地方市議会議長会議員
研修会

◦11月14日～15日　全国市議会議長会研
究フォーラム

◦11月24日　平塚市交通安全功労者表彰
式

◦11月27日　新湘南国道並びに藤沢大磯
線（湘南新道）新設改良促進協議会 
県への要望活動

◦12月１日　平塚市青少年健全育成表彰
式

◦１月12日　平塚市消防出初式
◦１月14日　平塚市成人式
◦１月24日　秦野中井インター・平塚ア

クセス道路事業化促進協議会 県への
要望活動

市
民
満
足
度
を
高
め
確
か
な
ま
ち

市
民
意
識
調
査
か
ら野

崎 

審
也 

議
員

市
長
に
問
う
、
三
期
目
へ
の
挑
戦

「
た
し
か
な
平
塚
を
。」

佐
藤 

貴
子 

議
員

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

副
市
長
　
今
年
度
、
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
を
開
催

し
、
路
線
バ
ス
の
運
行
状
況
や

バ
ス
停
の
配
置
状
況
を
整
理
し

て
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
路
線
バ
ス
の
新
設
や
再

編
、
増
便
な
ど
を
重
要
視
す
る

割
合
が
高
い
こ
と
が
把
握
で
き

た
。
今
後
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、

施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

満
足
度
の
高
い
分
野

問
　「
消
防
・
救
急
の
体
制
整

備
」
の
項
目
は
市
民
の
重
要

度
、
満
足
度
が
と
も
に
高
い
。

こ
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

副
市
長
　
市
民
の
生
命
や
身

体
、
財
産
に
直
接
関
わ
る
体
制

整
備
が
、
市
民
に
と
っ
て
重
要

で
関
心
が
高
い
と
い
う
意
識
の

表
れ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

市
民
意
識
調
査
の
反
映

問
　
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を

総
合
計
画
へ
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
調
査
の
目
的

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
と
、
総
合
計
画
の

　本会議場を見学してみませんか。見学
には事前に議会局へのお申し込みが必要
です。議会開催期間などを除く開庁日に
見学できます。
（問い合わせ　議会局　☎21-8791）

議場見学にどうぞ 達
成
状
況
を
測
る
こ
と
で
あ

る
。
来
年
度
の
総
合
計
画
中
間

見
直
し
を
は
じ
め
、
各
事
業
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

総
合
調
整
戦
略
室

問
　
効
率
的
、
効
果
的
な
行
財

政
運
営
を
行
う
に
は
組
織
の
枠

を
超
え
た
判
断
や
処
理
が
多
く

な
る
。
総
合
的
な
調
整
機
能
を

持
っ
た
市
長
直
属
の
部
署
を
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
今
ま
で
も
企
画
政
策
部

を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
が
、
一

つ
の
組
織
で
な
か
な
か
動
か
せ

な
い
と
き
に
は
そ
の
よ
う
な
部

署
を
考
え
た
い
。
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西
部
地
域
の
生
活
環
境

問
　
こ
れ
ま
で
土
沢
地
域
で
は

神
奈
川
大
学
や
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど

の
誘
致
や
整
備
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
農
業
体
験
な

ど
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
た

事
業
が
展
開
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
地
域

が
主
体
と
な
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
の
で
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
設
立
に
向
け
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
神
奈
川
大
学
が
移
転
を
計

画
し
て
い
る
が
、
土
沢
地
域
に

お
け
る
今
後
の
交
通
手
段
確
保

の
考
え
方
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
既
存
の

バ
ス
の
維
持
確
保
に
つ
い
て
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
し
、
路
線

バ
ス
以
外
の
地
域
内
移
動
手
段

の
確
保
策
に
つ
い
て
も
、
地
域

や
交
通
事
業
者
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

問
　
神
奈
川
大
学
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
大
学
と
地
域
と
の

協
議
の
場
を
本
市
が
主
体
と
な

り
つ
く
る
こ
と
は
検
討
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
や
大

学
、
本
市
の
間
で
設
置
す
る
時

期
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
土
屋
地
区
の
自

治
会
連
絡
協
議
会
会
長
に
協
議

の
場
の
設
置
に
つ
い
て
了
解
を

得
て
い
る
の
で
、
現
在
検
討
を

進
め
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策

問
　
人
家
の
庭
や
公
道
に
野
生

の
鳥
獣
が
出
没
す
る
な
ど
、
市

民
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い

る
。
本
市
が
取
り
組
む
捕
獲
体

制
の
強
化
と
具
体
的
な
被
害
対

策
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
集
落
環
境
整

備
、
防
護
対
策
及
び
捕
獲
を
、

地
域
と
一
体
で
総
合
的
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。
捕
獲
で

は
、
市
民
の
要
請
に
積
極
的
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
侵
入
防

止
柵
設
置
後
の
鳥
獣
の
動
き
を

予
想
し
た
わ
な
の
新
設
や
わ
な

の
巡
回
強
化
、
エ
サ
の
工
夫
な

ど
、
捕
獲
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
る
。
引
き
続
き
県
や
Ｊ

Ａ
、
農
業
者
、
地
域
住
民
と
連

携
し
て
い
く
。

農
福
連
携
事
業
の
実
践

問
　
本
市
も
農
業
と
福
祉
の
連

携
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
実
証
実
験
か
ら
実
施
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

連
携
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
課

題
が
多
く
、
実
用
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
感
じ
る
。
経
過
と
現

状
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
農
家
か
ら
の

相
談
や
登
録
を
受
け
付
け
る
窓

口
を
農
水
産
課
に
設
置
し
、
福

祉
事
業
所
か
ら
の
相
談
や
登
録

を
受
け
付
け
る
窓
口
を
障
が
い

福
祉
課
に
設
置
し
た
。
登
録
情

報
を
両
課
が
共
有
し
、
実
施
に

向
け
た
調
整
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
が
、
現
在
ま
で
登
録
は
な

い
。
一
方
で
、
農
家
独
自
で
農

福
連
携
に
取
り
組
む
事
例
や
、

地
域
農
家
と
連
携
し
た
就
労
継

続
支
援
事
業
所
の
設
立
を
目
指

す
相
談
も
あ
り
、
民
間
で
の
取

り
組
み
も
促
進
し
て
い
く
。

問
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
教
育
委

員
会
で
は
、
授
業
づ
く
り
推
進

員
に
よ
る
公
開
授
業
や
要
請
訪

問
、
中
学
校
計
画
訪
問
、
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
研
修
な
ど
を
実
施
し

授
業
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

問
　
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
に

関
す
る
項
目
も
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
か
ら
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　「
自
分

に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
。」
と
い
う
項
目
に
対
し
て

肯
定
的
な
回
答
を
し
た
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
中
で
一
番
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
。

問
　
生
徒
に
自
信
が
付
い
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。
教
員
に
よ

る
分
か
り
や
す
い
授
業
へ
の
取

り
組
み
や
授
業
づ
く
り
の
成
果

で
あ
る
と
捉
え
て
よ
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
学
習
や

学
校
生
活
で
自
分
の
行
っ
て
い

る
こ
と
を
認
め
て
も
ら
え
る
こ

と
で
自
信
に
つ
な
が
り
、
授
業

で
も
取
り
組
み
が
意
欲
的
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
効

果
が
出
て
い
る
と
考
え
る
。

問
　「
１
日
当
た
り
の
勉
強
時

間
が
30
分
未
満
。」
の
項
目
は

全
国
と
比
べ
て
数
値
が
高
い
。

自
分
で
計
画
を
立
て
て
家
で
勉

強
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
課

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
授
業
以

外
の
場
面
で
自
ら
学
習
す
る
こ

と
は
学
力
向
上
に
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
学
習
の
方
法

を
丁
寧
に
教
え
て
い
く
。

問
　
中
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら

部
活
動
の
方
針
が
で
き
て
時
間

的
余
裕
も
生
ま
れ
る
と
思
う
。

家
庭
学
習
の
位
置
付
け
は
大
き

い
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
勉
強
を

計
画
的
、
自
主
的
に
行
う
に

は
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
学
習

状
況
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ

と
、
ま
た
計
画
し
て
学
習
を
進

め
る
た
め
の
手
立
て
を
知
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
も
そ
の
部

分
を
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
資
源
の
活
性
化
と
活
用
に
つ

い
て

坂
間 

正
昭 

議
員

学
力
向
上
に
む
け
て諸

伏 

清
児 

議
員

　本会議の質問と答弁の様子は、
インターネットで生中継と録画中
継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知り
たい方は市議会ホームページから
アクセスしてください。議員、会
派、ことばなどを検索して映像を
選べます。
　録画中継は発言日のおおむね１
週間後から、会議録をホームペー
ジに掲載するまでの間、ご覧いた
だけます。

インターネット中継

家庭学習は大切に

一般会計・特別会計決算
○総務費　障がい者ワークステー
ション事業
　「夢のタネ」のスタッフを増
員し、スペースも広げた。平成29
年度の取り組みを伺う。
　文書の集配やデータ入力など
の庁内業務の依頼を受けて、ス
タッフのビジネスマナーと能力の
向上に努めた。また、就労支援と
して就労を前提とした実習やテク
ノフェアでのＰＲなどを行った。
○衛生費　母子保健事業
　29年４月に子育て世代包括支
援センターを開設したが、どのよ
うな相談があったか。また、どの
ような課題が見えてきたか。

　未婚や若年で妊娠した人、生
活困窮者、支援者がいない人、不
安感が強い人などからの相談が多
くあった。産後ケアや家事支援
サービスなどの受け皿が少ないこ
とが課題であると感じた。
○労働費　就労支援事業
　市内大学生に市内企業への関
心を高めてもらうために、どのよ
うな取り組みをしたか。
　28年度に東海大学で行った就
職応援講座を、29年度に神奈川大
学でも開催した。また、神奈川大
学を会場に東海大学の学生を含め
て参加者を募集し、市内企業との
交流会を開催した。７社が参加し
て、学生と意見交換が行われた。

○土木費　公園整備事業
　龍城ケ丘ゾーンの公園整備に
ついて事業者に意見、提案を求め
るマーケットサウンディングを実
施した。その結果を住民へ説明し
た際、どのような意見が出たか。
　違法駐車などの問題があるた
め早期に施設を整備してほしいと
いう声があった。一方で、にぎや
かすぎる環境になることや、自然
や海の景観が壊されることが心配
であるとの声があった。
○教育費　子ども自立生活支援セ
ンター内分校運営事業
　29年度、センター内に金目
小・中学校の分校を開校した。１
年間運営して出た課題を伺う。
　子供たちは感情をコントロー
ルできないところもあり、トラブ
ルが起こってしまったり、教職員
が複数人で対応しなければならな
かったりする。また、養護教諭が
配置されていない状況である。

平塚市病院事業決算
　患者が負担する医療費の未収

金が29年度で約２千万円減少し
た。どのような対策をしたのか。
　未収金の回収に当たる専任の

担当者を配置した。また、入院時
には高額療養費の制度をきめ細か
く説明するなどして、負担が少な
くなるよう相談を行っている。
下水道事業決算
　下水道の管路は耐用年数の50

年を超えるものがある。老朽化に
どのように対応しているのか。
　下水道台帳などから老朽度を

推測し、老朽化が起因となって発
生する損害リスクを考慮して点検
調査の優先順位を付けている。カ
メラなどによる管路内調査を実施
して老朽化を把握しているが、管
路によって健全度が異なるため、
耐用年数を超えても長く使える管
とそうでない管を見極めて長寿命
化計画を策定し対策をしている。

　９月定例会で継続審査とした29年度決算の認定などに関する議案に
ついて、９月26日と27日に開催した決算特別委員会で審査し、４案件
は全て認定、可決すべきものと決定しました。主な質疑を紹介します。

決算特別委員会の審査概要

清 風 クラブ
所 属 議 員

黒部 栄三 議員

須藤 量久 議員

片倉 章博 議員

数田 俊樹 議員
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問
　
災
害
発
生
時
は
、
命
を
守

る
対
応
が
ま
ず
大
事
で
あ
る
と

分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
市

民
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
う
体
制
が
つ
く
れ
な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
防
災
講

話
を
年
に
数
回
行
い
、
今
年
度

の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
自
宅

で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
し

て
か
ら
避
難
所
に
来
る
と
い
う

訓
練
も
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
を

実
施
し
て
啓
発
し
た
い
。

問
　
熊
本
地
震
で
は
直
接
死
の

４
倍
以
上
の
人
が
災
害
関
連
死

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
避
難
所

運
営
の
在
り
方
を
追
求
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
関
連
死
の
多
く
は
、
避

難
生
活
に
よ
る
疲
労
や
精
神
的

ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
た

り
、
病
院
の
機
能
低
下
で
病
気

を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
な

ど
が
原
因
と
な
る
ほ
か
、
車
中

泊
も
指
摘
さ
れ
る
。
本
市
は
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
要
因

に
な
る
車
中
泊
避
難
者
の
早
期

把
握
に
努
め
、
巡
回
指
導
や
水

分
補
給
、
適
度
な
運
動
な
ど
の

周
知
を
実
施
す
る
。
避
難
所
生

活
者
に
は
、
医
療
関
係
者
に
よ

る
健
康
管
理
や
栄
養
管
理
、
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
の
実
施
、
感
染
症

対
策
に
よ
っ
て
避
難
所
の
環
境

改
善
を
図
る
。
ま
た
、
各
家
庭

の
事
前
対
策
と
し
て
建
物
の
耐

震
化
や
家
具
の
固
定
、
窓
ガ
ラ

ス
ヘ
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
に
よ

る
備
蓄
な
ど
、
被
災
後
も
自
宅

で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

啓
発
し
、
減
災
に
取
り
組
む
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
と
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
有
償
配
布
の
今
後

の
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
60
歳

以
上
で
携
帯
電
話
な
ど
を
保
有

し
て
い
な
い
人
の
割
合
を
国
の

調
査
か
ら
参
照
し
、
約
１
万
台

の
配
布
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
年
度
は
１
４
１
７
台
を
申
込

者
全
員
に
有
償
配
布
す
る
。
来

年
度
以
降
も
申
込
状
況
を
勘
案

し
進
め
る
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
、
平
成
36
年
度
ま
で
に
市
内

全
世
帯
の
20
％
へ
配
布
す
る
目

標
で
進
め
て
い
く
。

問
　
金
目
川
水
系
に
お
け
る
県

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
現
状
と

今
後
の
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
金
目
川
で
は
、
唐
ケ
原

の
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ム
ズ
前
の
堤

防
整
備
に
向
け
た
住
民
説
明
会

を
県
と
市
で
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
河
川
の
水
位
上

昇
な
ど
に
よ
り
内
水
被
害
が

あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
流
下

断
面
の
確
保
や
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

を
行
う
よ

う
に
県
に
申
し
入
れ
た
。
今
年

度
は
鈴
川
や
渋
田
川
で
浚
渫
な

ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
浚
渫
は
来
年
度
の
夏
ま
で

に
ど
の
く
ら
い
で
き
る
の
か
。

土
木
部
長
　
今
年
度
、
渋
田
川

で
は
、
鈴
川
と
の
合
流
点
か
ら

上
流
に
向
か
っ
て
浚
渫
を
１
か

所
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同

じ
く
合
流
点
か
ら
鈴
川
側
の
上

流
の
と
こ
ろ
を
浚
渫
す
る
と
確

認
し
て
い
る
。
鈴
川
で
は
、
寺

田
縄
の
東
橋
よ
り
上
流
側
も
浚

渫
す
る
予
定
で
あ
る
。
来
年
度

は
、
金
目
川
と
河
内
川
の
合
流

点
か
ら
金
目
川
本
線
の
浚
渫
を

依
頼
し
た
。
ま
た
、
豊
田
打
間

木
排
水
路
が
流
れ
出
る
渋
田
川

の
渋
田
大
橋
の
上
流
側
と
下
流

側
に
堆
積
が
あ
り
、
そ
の
浚
渫

も
依
頼
し
た
。
今
後
も
積
極
的

に
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
県
に

要
望
し
た
い
。

問
　
大
規
模
停
電
時
、
本
市
関

係
施
設
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

市
長
　
防
災
拠
点
と
な
る
市
庁

舎
本
館
及
び
市
民
病
院
で
は
、

非
常
用
自
家
発
電
機
に
よ
り
72

時
間
の
電
力
供
給
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
病
院
で
は

入
院
患
者
を
受
け
入
れ
た
状
況

で
院
内
を
停
電
さ
せ
、
非
常
用

自
家
発
電
装
置
を
稼
働
さ
せ
て

電
気
を
送
電
す
る
設
備
点
検
を

年
１
回
実
施
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
成
31

年
度
予
算
編
成
方
針　

障
が
い

者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

多
発
す
る
超
大
型
自
然
災
害

地
震
水
害
か
ら
生
き
残
る
た
め
に

内
堀 

祐
一 

議
員

問
　
成
熟
社
会
の
下
、
押
し
寄

せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
や
本

格
的
に
迎
え
る
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況

と
向
き
合
い
な
が
ら
厳
し
い
時

代
に
対
応
で
き
る
新
た
な
地
域

政
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
人
口
減
少
社

会
で
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
資
源
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

政
策
の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、

各
部
署
が
連
携
し
、
広
く
民
間

の
力
を
活
用
し
て
取
り
組
む
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

問
　
従
来
と
少
し
違
う
発
想
で

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
り
組

み
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
変
化
が
激
し
い
時
代
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
や
考

え
方
だ
け
で
地
域
づ
く
り
、
地

域
政
策
を
進
め
て
い
く
の
は
難

し
い
。
各
地
域
に
特
徴
が
あ

り
、
歴
史
が
あ
り
、
文
化
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
機
能

す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

寺
子
屋
へ
の
支
援
は

問
　
寺
子
屋
は
、
経
済
的
事
情

や
家
庭
環
境
の
事
情
に
よ
り
家

庭
学
習
が
十
分
行
い
づ
ら
い
子

供
や
学
び
た
く
て
も
環
境
が
な

い
子
供
を
対
象
に
、
地
域
の
大

人
た
ち
が
無
償
で
学
習
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
庁
内
組

織
の
子
ど
も
・
子
育
て
推
進
会

議
に
お
い
て
、
ど
う
下
支
え
を

し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
る
。

現
在
市
内
の
学
習
支
援
団
体
へ

の
視
察
や
、
他
自
治
体
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者 

登
録
制
度
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
災
害
時
に
近
所
同
士
な
ど

で
の
助
け
合
い
は
大
切
で
あ
る

と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
り
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
課
題
と

し
て
は
、
名
簿
情
報
が
自
治
会

内
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
支
援
す
る
側
で
あ
る
自
治

会
の
役
員
が
支
援
対
象
者
要
件

に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
。
地
域
か
ら
は
、「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
を
生
か
し
た

制
度
設
計
に
す
べ
き
と
の
意
見

も
あ
る
。
名
簿
情
報
の
共
有
に

つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を
自
治

会
へ
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
登
録
者
本
人
か
ら
同
意
を

と
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、

必
要
な
範
囲
で
名
簿
情
報
を
共

有
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
掛
け

て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
塚
市

の
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

来
る
べ
き
時
代
の
地
域
政
策
は

府
川 

正
明 

議
員

総務経済
　議案７案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第79号　平塚市行政手続に
おける特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する条例の一
部を改正する条例
　今回の改正により個人番号の
利用などができる事務に、進学準
備給付金の支給などに関する事務
を加える。このことで、申請者に
どのようなメリットがあるのか。
　情報連携により個人番号を用
いて照会することが可能になるの
で、申請手続きの際に、自治体な
どが発行する税の証明書などの提
出が不要となる。利便性が向上す
ることがメリットである。

○議案第80号　平塚市市税条例等
の一部を改正する条例
　今回の改正で法人市民税の法
人税割の税率を引き下げる。税収
減額の影響をどう考えているか。
　減額分は、地方交付税の原資
になると聞いているが、まだ詳細
は示されていない。これからの国
の情報に注視していきたい。
○議案第83号　指定管理者の指定
について〔平塚市勤労会館〕
　勤労会館の指定管理者に何者
の応募があったのか。
　申請団体は１者である。
　なぜ応募が１者しかない状況
であったのか。
　説明会には15者参加している
が、金額的に大変厳しい部分があ
り、１者しか申請がなかったので
はないかと考えている。

都市建設
　議案５案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第82号　平塚市都市公園条
例の一部を改正する条例
　総合体育館の武道場に設置す
る冷暖房設備の使用料を定める
が、１時間当たり市内利用者で
500円としている根拠を伺う。
　電気代などのランニングコス
トを計算すると約500円になった
ためこの金額としている。
○議案第85号　指定管理者の指定
について〔平塚市営住宅及び共
同施設〕
　サービス向上は一番大事であ
ると思うが、市営住宅における
サービス向上の考え方を伺う。

　公営住宅の性質上、住宅困窮
者や障がいのある人などが住んで
いる。このような人たちに配慮し
た管理・運営をすること、また、
このような人たちの声を聴きなが
ら、心情に寄り添った対応をする
ことであると認識している。
　福祉的観点がより強く求めら
れる施設の指定管理者を選ぶとき
に、効率的な管理運営の取り組み
やコスト縮減に向けた提案に評価
点が大幅に高くなる統一フォー
マットを使用することを見直す必
要があるのではないか。
　審査点について、これまでも
地域性の重視など、いろいろな議
論があり、その都度必要な修正を
加えてきた。今回の意見を踏まえ
て庁内議論をしっかりとしていき
たい。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

小泉 春雄 議員

出村 光 議員

所 属 議 員
湘南フォーラム

市議会に関する
情報はこちら
から。

市 議 会
ホームページ
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予
算
編
成
方
針
か
ら

問
　
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

に
向
け
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方

を
明
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
来
年
度
の
総
合
計
画
の

見
直
し
を
通
じ
て
、
し
か
る
べ

き
位
置
付
け
を
考
え
て
い
く
。

問
　
民
間
活
力
の
積
極
的
活
用

に
つ
い
て
、
市
民
意
見
を
反
映

さ
せ
る
平
塚
方
式
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
具
体
的
に
伺
う
。

市
長
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
説
明
会
に
加
え
、
市
民
と
の

対
話
を
行
う
。
事
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
機
会
を
増
や
し
、
意

見
を
事
業
に
生
か
す
こ
と
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

問
　
市
長
は
２
０
２
０
年
４
月

ま
で
に
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す

る
と
発
表
し
た
。
０
歳
児
か
ら

２
歳
児
の
入
所
の
受
け
皿
と
な

る
施
設
整
備
の
今
後
を
伺
う
。

市
長
　
低
年
齢
児
対
象
の
小
規

模
保
育
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
４
月
の
開
所
に
向
け
た

準
備
を
し
て
い
る
。
今
後
も
民

間
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備
へ

の
支
援
を
進
め
、
保
育
の
質
と

受
け
皿
確
保
の
両
立
を
図
る
。

問
　
保
育
士
確
保
策
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
最
大
１
０
０
万
円
の
就

職
支
援
貸
付
金
制
度
や
最
大
36

万
円
が
得
ら
れ
る
就
労
支
援
交

付
金
制
度
を
創
設
し
た
。
よ
り

問
　
本
市
が
策
定
す
る
地
域
福

祉
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
は
、

国
の
目
指
す
地
域
共
生
社
会
構

築
の
方
向
性
と
符
合
す
る
か
。

福
祉
部
長
　
地
域
福
祉
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
で
は
、
全
て

の
人
が
相
互
に
支
え
合
い
、
一

人
一
人
が
輝
き
、
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

多
く
の
保
育
士
希
望
者
に
本
市

の
施
策
を
周
知
す
る
た
め
、
民

間
保
育
所
の
設
置
者
な
ど
と
更

に
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

女
性
の
健
康
支
援

問
　
乳
が
ん
に
罹り

患か
ん

す
る
若
い

女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
日
常
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ

の
啓
発
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
検
診
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

配
布
し
啓
発
し
て
い
る
。
今
後

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

乳
が
ん
の
リ
ス
ク
や
自
己
触
診

の
情
報
発
信
を
検
討
す
る
。

問
　
生
涯
に
わ
た
る
女
性
へ
の

健
康
支
援
と
し
て
、
相
談
窓
口

の
設
置
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
窓

口
な
ど
で
幅
広
く
健
康
問
題
に

対
応
し
て
い
る
。
女
性
は
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
か
ら
き
め
細
や
か

な
体
調
管
理
が
必
要
と
な
る
。

今
後
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
女
性

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
窓
口
の

案
内
表
示
を
工
夫
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
紹
介
す
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問
　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

現
在
の
洋
式
化
率
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
今
年
度
は
江

陽
中
学
校
、
山
城
中
学
校
の
改

修
を
行
い
、
44
％
と
な
っ
た
。

問
　
大
規
模
改
修
工
事
と
併
せ

て
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
る
だ

け
で
な
く
、
早
期
に
実
現
す
る

共
生
力
の
高
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
の

目
指
す
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
考
え
方
と
一
致
す
る
。

問
　
地
域
共
生
力
の
イ
メ
ー
ジ

を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
年
齢
や
性
別
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
人
ら
し
く
生
き
生
き
と
豊

か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
備
え
る
べ
き
地
域
の
力
を

地
域
共
生
力
と
し
て
い
る
。

問
　
市
民
の
福
祉
活
動
参
画
を

促
す
福
祉
教
育
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
市
民
を
対
象
と
し

た
福
祉
学
習
の
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
学
校
な
ど
に
お
け

る
福
祉
教
育
へ
保
護
者
の
参
加

を
促
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
福
祉
教
育
に

取
り
組
む
学
校
へ
の
助
成
や
地

域
団
体
と
連
携
し
た
福
祉
学
習

の
開
催
な
ど
を
推
進
す
る
。

問
　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
福
祉
の
地

域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
自
治
基
本

条
例
で
は
協
働
と
い
う
こ
と
を

全
面
に
出
し
て
い
る
。
子
供
版

の
自
治
基
本
条
例
の
手
引
き
は

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
平
成
28
年
度

か
ら
配
布
を
休
止
し
て
い
る
。

今
後
は
教
育
委
員
会
と
調
整
を

し
な
が
ら
、
必
要
性
を
含
め
て

よ
り
良
い
周
知
啓
発
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
は
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
、
ト
イ
レ
整
備
に
特

化
し
た
事
業
を
計
画
す
る
。
洋

式
化
の
ほ
か
に
床
や
壁
、
天
井

を
新
し
く
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
照
度
ア
ッ
プ
な
ど
も
考
慮

し
た
ト
イ
レ
空
間
全
体
の
快
適

性
向
上
へ
の
改
修
を
進
め
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革

問
　
教
職
員
の
長
時
間
労
働
を

減
ら
す
取
り
組
み
を
伺
う
。

２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
の 

取
組
と
今
後
に
つ
い
て

問
　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
リ

ト
ア
ニ
ア
共
和
国
を
迎
え
入
れ

る
。
２
０
２
０
年
以
降
も
含
め

た
期
待
す
る
成
果
を
伺
う
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
担
当
部
長
　
リ
ト

ア
ニ
ア
共
和
国
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
の
受
け
入
れ
を
成
功
さ
せ
、

２
０
２
０
年
以
降
も
息
の
長
い

交
流
を
継
続
し
、
地
域
活
性
化

を
図
り
た
い
。

問
　
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
選

手
の
国
際
大
会
な
ど
に
お
け
る

記
録
を
残
し
て
い
な
い
の
か
。

社
会
教
育
部
長
　
全
て
で
は
な

い
が
、
あ
る
程
度
把
握
は
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

へ
の
配
慮
や
サ
ポ
ー
ト
の
指
針

と
な
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー

の
導
入
が
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
気
遣
い
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
。
研
修
な
ど
を
通
し
て
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
の
心
を
職

員
や
市
民
全
体
に
伝
え
て
い
き

た
い
。

地
区
防
災
計
画
と
ま
る

ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

問
　「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
実
施
を
早

教
育
長
　
学
校
事
務
連
携
支
援

室
の
設
置
や
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
を
し
て
き
た
。

ま
た
、
部
活
動
の
在
り
方
や
給

食
費
の
公
会
計
化
も
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
業
務
改
善
を
検
討
す
る
。

問
　
教
員
の
業
務
を
補
助
す
る

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
へ
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長
　
負
担
軽
減
の
た
め
に

は
こ
の
よ
う
な
人
的
支
援
が
不

可
欠
な
の
で
、
今
後
も
県
教
育

委
員
会
に
強
く
要
望
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
学
び
の
推
進

公
明
ひ
ら
つ
か

持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て

持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を

伊
東 

尚
美 

議
員

秋
澤 

雅
久 

議
員

２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
を
基
に
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
の
記
録
と
顕
彰
を

鈴
木 

晴
男 

議
員

急
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
ま
ず
は

津
波
に
対
す
る
避
難
誘
導
の
標

識
の
設
置
を
進
め
た
い
。
そ
の

後
、
指
摘
の
あ
っ
た
洪
水
に
対

す
る
浸
水
深
な
ど
の
情
報
表
示

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
（
軽
度
外
傷 

性
脳
損
傷
）
予
防
の 

啓
発
に
つ
い
て

問
　
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・

中
学
校
へ
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
予
防

啓
発
に
関
す
る
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
Ｍ
Ｔ
Ｂ

Ｉ
の
主
な
原
因
は
、
交
通
事
故

や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
転
落
、
転

倒
、
暴
力
な
ど
で
頭
部
に
衝
撃

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
衝
撃
が

軽
度
で
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
に
異
常

が
な
い
場
合
で
も
、
数
日
か
ら

数
週
間
経
っ
て
症
状
が
現
れ
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
を
校
長
会
な

ど
で
周
知
す
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の

認
知
度
は
高
く
な
い
の
で
、
ま

ず
は
、
し
っ
か
り
周
知
す
る
こ

と
で
予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
他
の
自
治
体
で
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る

の
で
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

環境厚生
　議案４案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきもの、請願２件
は全て継続審査と決定しました。
○議案第89号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　国民年金費の国民年金事業で
は、国民年金システムの改修を行
うため増額補正をするが、どのよ
うな改修を行うのか。
　マイナンバーに対応した保険
料免除申請書をシステムから打ち
出せるようにする。また、産前産

後期間の保険料免除制度に対応で
きるよう必要な改修を行う。
　保健衛生総務費の公衆浴場支
援事業では、公衆浴場設備整備費
補助金を計上しているが、今回の
補助内容を伺う。
　公衆浴場の内装の塗装修繕
で、補助対象限度額40万円の４分
の１となる10万円を補助する。
　どのようなものに使える補助
金なのか。
　内装設備や外装設備、給湯設
備に関する補助で、項目ごとに補
助対象限度額を定めている。

教育民生
　議案５案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第86～88号　指定管理者の
指定について（これら３案件につ
いては一括審査を行った）
　この３案件は、平成31年度か
ら５年間の指定管理の指定を行う
という提案である。仮に、事業者
の都合により途中でやめた、放棄
したという場合はどう対応するの
か。違約条項などはあるのか。

　現在検討中で、今年度中には
指定管理の手引きなどを改訂して
本市としての対応を決めたい。
○議案第89号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　学校給食費の共同調理場運営
事業では、老朽化した調理用備品
を更新するため増額補正するが、
その内容を伺う。
　調理用備品は連続焼物機で、
購入から16年が経過し、経年劣化
が進んでいることや、メーカーか
ら修繕ができない場合があると言
われたことから新たに購入する。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

永田 美典 議員小笠原 千惠美 議員

公明ひらつか 所 属 議 員
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消
費
税
増
税
で
市
民 

生
活
は
さ
ら
に
厳
し
く

問　
市
民
の
生
活
実
態
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
。

市
長
　
景
気
の
緩
や
か
な
回
復

は
あ
る
が
個
々
の
生
活
の
回
復

を
実
感
す
る
に
は
至
ら
な
い
。

問　
会
派
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
回
答
の
６
割
が
生
活
は
苦
し

い
と
あ
っ
た
。
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
個
人
住
民
税

は
増
加
し
、
低
所
得
者
の
構
成

比
は
前
年
度
並
み
で
あ
っ
た
。

問　
低
所
得
者
の
人
数
が
減
っ

て
い
な
い
状
況
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
困
窮
者
の
た

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

め
の
相
談
窓
口
な
ど
を
生
か
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
予
算
編
成
方
針
に
あ
る
全

体
最
適
と
は
何
を
指
す
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
経
営
資
源
を

有
効
活
用
し
、
各
部
署
が
市
全

体
の
立
場
か
ら
物
事
を
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。

問　
自
治
体
の
本
旨
は
福
祉
の

増
進
で
あ
る
。
全
体
最
適
の
考

え
の
下
で
、
困
窮
し
て
い
る
市

民
を
支
援
で
き
て
い
る
の
か
。

市
長
　
収
入
確
保
や
最
適
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援
を
お

ろ
そ
か
に
は
し
て
い
な
い
。

問　
消
費
税
増
税
は
や
め
る
べ

き
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
増
税
分
は
社
会
保
障
施

策
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
将
来
に
必
要
な
増
税
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
市
内
事
業
者
の
増
税
へ
の

準
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
商
工
会
議
所
の
戸
別
訪

問
な
ど
か
ら
、
更
に
周
知
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
国
税
の
滞
納
額
は
消
費
税

が
多
く
を
占
め
る
。
増
税
で
滞

納
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
社
会
保
障
に

充
て
て
い
く
と
い
う
増
税
の
目

的
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　
龍
城
ケ
丘
の
公
園
整
備
で

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
平

塚
方
式
と
は
何
か
。

市
長
　
方
向
性
が
決
ま
っ
た
中

で
も
市
民
の
意
見
を
聴
く
機
会

を
設
け
、
で
き
る
範
囲
で
計
画

に
反
映
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

問　
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
保
証
は
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
全
て
を
反
映

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
意

見
を
事
業
者
へ
提
示
し
て
、
で

き
る
限
り
市
民
の
意
向
を
反
映

で
き
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

問　
地
域
の
自
治
会
長
が
不
信

感
を
持
っ
て
い
る
。
事
業
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
広
く
意
見
を

聴
き
、
気
持
ち
よ
く
時
間
を
過

ご
せ
る
公
園
を
整
備
し
た
い
。

幼
児
教
育
無
償
化
で 

待
機
児
解
消
に 

つ

な

が

る

か

問　
無
償
化
で
保
育
ニ
ー
ズ
が

増
加
す
る
。
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
直
ち
に
２
歳
児
以
下
の

待
機
児
童
が
大
幅
に
増
加
す
る

政
策
変
更
を
大
胆
に

問　
市
は
事
業
の
検
証
や
評
価

に
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
課

題
へ
の
対
応
を
適
切
に
実
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

事
業
計
画
の
遂
行
に
困
難
が
生

じ
た
と
き
は
危
機
管
理
の
発
想

に
立
ち
、
聖
域
を
設
け
ず
に
廃

止
な
ど
も
含
め
た
大
胆
な
政
策

変
更
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
、
市
税
の
大
幅
な
伸

び
は
期
待
で
き
ず
、
公
債
費
や

扶
助
費
な
ど
の
増
加
は
避
け
ら

れ
な
い
。
基
金
の
取
り
崩
し
に

頼
ら
ず
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
行
う
た
め
、
ど
の
よ
う
に

予
算
編
成
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
事
業
化
時
点
で
の
評
価

や
、
将
来
の
リ
ス
ク
を
見
据
え

た
対
応
は
施
策
決
定
に
お
い
て

重
要
で
あ
る
。
予
算
の
効
率
化

と
重
点
化
に
よ
り
予
算
の
質
の

向
上
に
努
め
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
意
を
用
い
て
い
く
。

新
駅
誘
致
は
可
能
か

問　
新
幹
線
新
駅
の
誘
致
は
、

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
の
中
心
と

な
る
事
業
と
し
て
今
後
の
展
開

を
期
待
し
て
い
る
が
、
不
透
明

な
点
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
新
駅
の
受
け
皿
と
な
る

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
厚
木

市
、
伊
勢
原
市
、
本
市
で
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
そ
の
集
客
を
新
幹
線
新
駅

へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
、
新
駅
利
用
者
の
需
要
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

も
誘
致
に
向
け
て
期
成
同
盟
会

が
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
。

地
域
の
維
持
と
発
展
に 

必
要
な
地
域
政
策
と
は

問　
龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
の

整
備
事
業
は
、
地
元
住
民
に
対

す
る
説
明
に
お
い
て
大
き
な
課

題
と
慎
重
さ
の
欠
け
る
点
が
多

く
あ
る
。
自
治
体
は
地
域
に
責

任
を
負
い
、
し
っ
か
り
と
し
た

認
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
地

域
の
維
持
と
発
展
に
必
要
な
政

策
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

地
域
住
民
の
意
見
を
い
か
に
意

思
決
定
へ
反
映
し
、
地
域
づ
く

り
の
施
策
を
充
実
さ
せ
る
か
、

こ
の
事
業
に
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
を
考
え
た
上
で
、
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
こ
の
公
園
整
備
で
は
、

機
会
を
捉
え
て
地
域
住
民
へ
の

説
明
や
団
体
と
の
意
見
交
換
な

ど
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き

意
見
を
も
ら
い
、
で
き
る
限
り

計
画
に
反
映
し
た
い
。

被
災
現
場
は
何
も
言
わ 

な
い　

無
言
の
教
訓

問　

シ
ナ
リ
オ
な
し
の
訓
練

で
、
現
場
対
応
能
力
を
鍛
え
な

け
れ
ば
経
験
や
知
識
、
技
術
を

養
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
隊
員

の
命
を
守
る
た
め
の
訓
練
な
く

し
て
市
民
の
命
を
守
れ
る
の

か
。
訓
練
計
画
を
早
急
に
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

消
防
長
　
震
災
の
教
訓
か
ら
水

陸
両
用
バ
ギ
ー
を
活
用
し
た
救

出
訓
練
や
遠
距
離
送
水
訓
練
も

実
施
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
想
定

に
よ
る
多
様
な
状
況
下
で
訓
練

す
る
こ
と
で
災
害
対
応
能
力
が

向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。
県

の
消
防
学
校
に
災
害
救
助
訓
練

施
設
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、

有
効
に
活
用
し
た
訓
練
を
計
画

し
て
い
く
。

問　
大
き
な
災
害
な
ど
の
現
場

で
活
動
で
き
る
人
員
を
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
。

消
防
長
　
災
害
対
応
で
は
当
直

で
な
い
消
防
職
員
を
招
集
し
、

増
隊
す
る
。
状
況
に
よ
り
優
先

順
位
の
低
い
事
務
を
縮
小
さ
せ

人
員
を
確
保
す
る
。

問　
震
災
の
痛
み
や
苦
し
み
を

理
解
で
き
る
の
は
消
防
隊
員
で

あ
る
。
消
防
を
強
化
す
る
た
め

に
予
算
を
投
入
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

消
防
長
　
現
在
、
本
署
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。
訓
練
所
や

装
備
な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
要

望
を
出
し
て
い
き
た
い
。

と
思
う
。

問　
教
育
現
場
で
の
夏
の
暑
さ

対
策
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
暑
い
時

期
に
は
各
学
校
へ
熱
中
症
予
防

に
対
す
る
文
書
を
出
し
、
子
供

の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

健
康
管
理
に
十
分
注
意
す
る
よ

う
周
知
し
て
い
る
。

問　
増
水
に
対
す
る
避
難
訓
練

は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
今
年
度

は
相
模
川
沿
川
住
民
を
対
象
に

実
施
し
た
。
今
後
は
金
目
川
水

系
で
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　
異
常
気
象
の
要
因
は
何
と

考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長
　
地
球
温
暖
化
の
影

響
が
気
温
上
昇
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
海
洋
資
源
を
活
用
し
た
温

暖
化
対
策
で
あ
る
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
事
業
は
、
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
に
有
効
で
あ
る
。
取
り

組
み
を
提
案
し
た
い
が
、
見
解

を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
漁
場
環
境
の

保
全
活
動
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

の
一
つ
の
取
り
組
み
と
思
っ
て

お
り
、
地
球
温
暖
化
抑
制
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

真
田
・
北
金
目
の 

道

路

課

題

問　

道
路
照
明
灯
、
横
断
歩

道
、
街
路
樹
、
バ
ス
路
線
な
ど

地
域
の
人
の
意
見
を
聴
き
、
直

す
べ
き
も
の
は
直
し
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
自
治
会
へ
相

談
す
る
な
ど
、
地
域
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
整
備
し
た
い
。

と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

問　
公
立
園
へ
の
無
償
化
の
影

響
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
保
育
料
を
市
が
全
額
負

担
す
る
検
討
が
あ
る
た
め
、
影

響
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
収
集
運

搬
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策

問　
今
年
の
気
象
状
況
を
通
し

て
、
本
市
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
っ
た
の
か
。

環
境
部
長
　
摂
氏
35
度
を
超
え

た
日
が
１
日
あ
り
、
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
人
数
は
５
月
か

ら
９
月
で
99
人
あ
っ
た
。
３
月

の
大
雨
で
は
総
雨
量
２
０
４
ミ

リ
、
最
大
60
分
雨
量
62
・
５
ミ

リ
を
記
録
し
た
。
ま
た
二
つ
の

台
風
が
接
近
し
た
が
、
大
き
な

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

問　
国
内
で
は
大
き
な
被
害
が

出
て
い
る
。
今
後
の
施
策
に
ど

う
反
映
し
て
い
く
の
か
。

環
境
部
長
　
国
で
は
気
候
変
動

適
応
計
画
を
11
月
に
閣
議
決
定

し
た
。
国
や
県
の
動
向
に
注
視

し
て
対
応
を
検
討
す
る
。

問　
異
常
気
象
が
続
く
と
、
そ

の
降
雨
量
が
新
基
準
と
な
っ
て

い
く
が
、
河
川
整
備
な
ど
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

土
木
部
長
　
現
在
１
時
間
当
た

り
51
ミ
リ
の
降
雨
に
対
応
す
る

よ
う
雨
水
施
設
な
ど
を
整
備
し

て
お
り
、
県
も
河
川
整
備
を

行
っ
て
い
る
が
、
計
画
を
見
直

す
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
駅
周
辺
な
ど
都
市

機
能
が
集
約
し
て
い
る
所
か
ら

順
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

こ
の
地
球
と
こ
の
ま
ち
の
た
め
に

臼
井 

照
人 

議
員

有
事
に
能
力
を
発
揮
す
る
平
時

の
周
到
な
準
備
が
重
要
で
あ
る

吉
野 

和
美 

議
員

平
成
31
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度
予
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編
成
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と
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う
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ば
よ
い
の
か
。
清
掃
す
る
人
を

変
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
清
掃
し

た
後
を
厳
し
く
検
査
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
殺
菌
、
消
毒
、
薬
品

の
種
類
や
量
な
ど
具
体
的
に
指

導
す
る
こ
と
が
必
要
か
。
そ
れ

と
も
、
発
注
者
が
清
掃
価
格
を

指
定
し
て
、
薬
品
や
清
掃
内

容
、
そ
の
方
法
と
仕
上
が
り
を

コ
ン
ペ
し
て
受
注
業
者
を
決
め

た
ら
ど
う
か
。
ど
う
解
決
す
べ

き
か
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
清
掃
方
法
に

つ
い
て
は
、
清
掃
業
者
に
委
託

し
、
月
8
回
、
便
器
の
ふ
き
取

り
、
床
や
壁
の
清
掃
、
手
洗
い

場
の
水
栓
金
具
の
磨
き
上
げ
な

ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
経
年
劣
化
に
よ
り
現
在

の
委
託
業
務
で
は
落
と
し
き
れ

な
い
汚
れ
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
今
後
仕
様
、
清
掃

方
法
な
ど
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
校
舎
や
体
育
館
の

大
規
模
改
修
工
事
に
合
わ
せ
た

ト
イ
レ
環
境
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
ト
イ
レ
整
備
に
特
化

し
た
取
り
組
み
も
進
め
る
。

問　
私
は
平
塚
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
会
長
と
し
て
、
総
合
公

園
で
月
例
競
技
会
や
七
夕
ま
つ

り
に
合
わ
せ
て
県
下
親
善
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
き

た
。
ト
イ
レ
の
汚
れ
や
に
お
い

が
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
た
が

総
合
公
園
の
ト
イ
レ
も
、
業
者

が
１
年
単
位
で
受
注
し
て
清
掃

し
て
い
る
と
い
う
。
す
る
と

「
清
掃
済
み
」
の
印
を
押
し
て

い
る
方
に
問
題
が
あ
る
。
近

く
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
本
市
へ
多
く

の
観
光
客
が
来
る
。
必
ず
き
れ

い
な
ト
イ
レ
を
用
意
し
て
ほ
し

い
。
以
前
、
自
動
販
売
機
の
収

益
で
簡
単
に
ト
イ
レ
が
新
し
く

な
る
と
、
具
体
的
に
計
算
し
て

ト
イ
レ
の
改
築
を
要
求
す
る
質

問
が
あ
っ
た
が
、
改
築
や
改
修

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
進
行
状
況
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
総
合
公
園
の

屋
外
ト
イ
レ
7
か
所
の
う
ち
利

用
頻
度
の
高
い
4
か
所
を
、
来

年
度
末
ま
で
に
改
修
す
る
。

市
民
病
院
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

病
院
事
業
管
理
者　
人
材
や
環

境
な
ど
の
点
か
ら
難
し
い
。

問　
市
内
の
慢
性
期
病
院
に
は

限
り
が
あ
り
、
が
ん
患
者
に
限

ら
ず
病
院
で
治
療
し
た
後
の
行

き
場
所
が
な
い
。
市
外
に
入
院

す
る
人
も
お
り
、
住
み
慣
れ
た

平
塚
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実
態

を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

福
祉
部
長　
医
療
と
福
祉
を
つ

な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問　
市
民
病
院
は
高
度
急
性
期

を
担
う
と
し
て
い
る
が
、
老
人

施
設
か
ら
救
急
搬
送
さ
れ
た
人

は
中
等
症
ま
で
の
人
が
多
く
、

共
済
病
院
に
は
重
症
の
人
が
多

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
市
民

病
院
は
高
齢
者
を
支
え
る
医
療

を
提
供
し
て
い
る
と
思
う
。
市

民
病
院
に
何
を
求
め
る
か
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
で
き
な
い
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
当
院
の

将
来
構
想
は
市
民
を
含
め
た
組

織
を
経
て
策
定
し
て
い
る
。
改

め
て
調
査
す
る
考
え
は
な
い
。

進
行
が
ん
患
者
の 

療
養
環
境
改
善
を

問　
市
民
病
院
で
一
定
の
治
療

を
終
え
た
進
行
が
ん
患
者
は
ど

こ
で
み
て
も
ら
え
る
の
か
。

病
院
事
業
管
理
者　
基
本
的
に

は
在
宅
を
考
え
て
い
る
。
状
況

に
応
じ
て
判
断
し
た
い
。

問　
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な

る
時
代
だ
が
、
市
内
に
は
進
行

が
ん
患
者
の
行
き
場
が
な
い
。

市
長
は
、
市
民
が
必
要
と
す
る

医
療
を
把
握
し
て
ほ
し
い

江
口 

友
子 

議
員

３
０
０
億
円
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
橋

市
負
担
回
避
の
た
め
の
協
定
書
を

端 

文
昭 

議
員

問　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
計
画

で
は
（
仮
称
）
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

橋
は
平
成
27
年
に
完
成
予
定
で

あ
っ
た
が
、
影
も
形
も
な
い
。

計
画
は
破
綻
し
て
い
る
の
か
、

遅
れ
て
い
る
だ
け
な
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
着
実
に
進
ん

で
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
橋
は
、
い
つ
着
工
し
、
い

つ
完
成
す
る
予
定
な
の
か
。　

都
市
整
備
部
長　
県
の
整
備
事

業
な
の
で
、
答
え
ら
れ
な
い
。

問　
期
成
同
盟
会
の
一
員
と
し

て
整
備
計
画
を
つ
く
っ
た
と
い

う
当
事
者
意
識
は
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
当
事
者
の
意

識
は
あ
る
。
与
え
ら
れ
た
役
割

の
中
で
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
橋
の
建
設
費
は
３
０
０
億

円
の
見
込
み
と
し
て
い
る
。
本

市
の
負
担
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と

を
担
保
す
る
た
め
協
定
書
や
合

意
文
書
が
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
県
が
行
う
と

位
置
付
け
を
し
て
進
め
て
い
る

の
で
協
定
は
結
ん
で
い
な
い
。

問　
３
０
０
億
円
を
誰
が
負
担

す
る
か
は
書
い
て
い
な
い
。
県

が
負
担
す
る
と
言
う
が
、
県
は

20
年
前
に
財
政
再
建
団
体
の
直

前
ま
で
い
っ
た
。
橋
が
完
成
す

る
10
年
、
20
年
先
の
財
政
状
況

は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
知
事

や
市
長
が
現
職
で
い
る
か
も
分

か
ら
な
い
。
本
市
に
負
担
を
か

け
な
い
と
い
う
合
意
文
書
を
結

ぶ
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
世

代
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
と
思

う
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

都
市
整
備
部
長　
今
後
も
県
が

県
の
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

市
内
小
・
中
学
校
な
ら
び
に

公
共
の
ト
イ
レ
を
清
潔
に

府
川 

勝 

議
員

無
所
属

市
民
意
識
調
査
か
ら

問　
生
活
に
満
足
し
て
い
る
人

が
７
割
に
達
し
た
と
い
う
。
３

割
の
人
は
満
足
し
て
い
な
い
こ

と
を
ど
う
考
え
る
か
。

企
画
政
策
部
長　
家
族
の
健
康

や
介
護
に
不
安
を
抱
く
人
の
割

合
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
捉
え

施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問　
重
要
度
が
高
く
満
足
度
が

低
い
８
項
目
は
市
民
生
活
に
密

接
し
、
国
政
の
影
響
も
高
い
。

ど
う
満
足
度
を
上
げ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
毎
年
、
国
や

県
へ
要
望
を
出
し
て
い
る
。
全

体
の
底
上
げ
を
し
た
い
。

産
業
振
興
計
画
か
ら

問　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
ど

う
つ
な
が
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　
新
た
な
価
値

の
創
造
に
取
り
組
む
事
業
者
を

支
援
し
、
新
商
品
の
開
発
な
ど

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
市
内
の

小
規
模
事
業
者
・
中
小
企
業
の

発
展
を
推
進
す
る
。
各
産
業
の

振
興
策
の
推
進
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

問　
本
計
画
に
は
国
際
競
争
に

勝
て
る
企
業
を
つ
く
る
こ
と
が

根
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
全
て
の
事
業

者
に
世
界
を
目
指
し
て
も
ら
う

こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

（
仮
称
）
新
文
化
セ
ン 

タ
ー
で
中
心
商
店
街
は

問　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
に
生
活
関
連

店
舗
を
置
く
こ
と
が
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

だ
け
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

全
体
を
み
て
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
。

問　

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

は
、
黒
ず
み
、
汚
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
業
者
が
週
２
回
掃
除
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
ト
イ
レ

は
、
寒
々
し
く
、
寂
し
い
。
明

る
く
、
楽
し
い
感
じ
に
は
で
き

な
い
か
。
委
託
業
者
の
給
与
を

高
く
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
も
っ

と
時
間
を
掛
け
れ
ば
よ
い
の

か
。
清
掃
の
仕
方
を
訓
練
す
れ

市
民
意
識
調
査
・
自
分
の
こ
と
よ

り
、
家
族
の
健
康
や
介
護
が
心
配

渡
辺 

敏
光 

議
員

所 属 議 員
日本共産党平塚市議会議員団

松本 敏子 議員

　議会だよりの１面に掲載する写真
を募集しています。
　詳しくは議会局まで
ご連絡ください。
（議会局　☎21-8791）

１面写真を募集

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、
市政に反映させる方法として請願と陳
情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出
後は所管の常任委員会などへ付託し、
審査します。その後、委員会審査の結
果を本会議に報告し、議会としての採
択、不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格のも
のですが、紹介議員を必要としないと
いう違いがあります。提出後は議会運
営委員会でその取り扱いについて協議
します。

請願・陳情を市議会へ

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視察を実施
しています。９月定例会で承認を得た次の委員会が、閉会中に行
政視察を行いました。

●委員会の活動● 行政視察の報告

　●石川県小松市・京都府八幡市……議会運営について

　※�詳しい視察内容を記載した報告書は、市役所本館８階の議会
図書室や５階の市政情報コーナーでご覧いただけます。

議会運営委員会 （10月16日～17日）



平成31年（2019年）2月1日第２０８号 ひらつか議会だより

　市議会の本会議や委員会は、どなたでも傍聴
できます。会議の開催日に市役所本館８階にお
越しください。本会議では、車いす席やお子様
連れの方のための特別傍聴席も設けています。
会議は午前10時に開会の予定です。
　また、定例会本会議はケーブルテレビ（SCN）
での生中継と当日夜の録画放送、インターネット
での生中継と録画中継の配信を行っています。
●本会議の傍聴に手話通訳者の派遣ができます
　聴覚に障がいのある方を対象に、市議会の本
会議の傍聴に手話通訳者の派遣ができます。傍
聴希望日の３週間前までに、議会局へお問い合
わせください。

市 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

公明ひらつか（公）
伊東尚美　小笠原千惠美　秋澤雅久　　鈴木晴男
永田美典

湘南フォーラム（湘）
内堀祐一　　小泉春雄　　府川正明　　山原栄一
出村　光

清風クラブ（清）
佐藤貴子　　数田俊樹　　野崎審也　　諸伏清児
坂間正昭　　須藤量久　　片倉章博　　黒部栄三

平塚自民クラブ（自）
柏木　徹　　臼井照人　　金子修一　　吉野和美
日本共産党平塚市議会議員団（共）
渡辺敏光　　髙山和義　　松本敏子
無所属
Ａ江口友子　Ｂ端　文昭　Ｃ府川　勝

会 派 と 所 属 議 員

審議の結果
○は賛成　×は反対　退は退席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）

３月定例会の予定

26日火

３月１日金

15日金

27日水

５日火

２月15日金

28日木

8日金

６日水
７日木

本会議（提案説明など）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問・総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

常任委員会（総務経済・都市建設）

常任委員会（総務経済・都市建設）

常任委員会（環境厚生・教育民生）

常任委員会（環境厚生・教育民生）

本会議（表決など）

議案番号 件　名 結果 清 湘 公 自 共 Ａ Ｂ Ｃ
第89号 平成30年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

第90号 平成30年度平塚市介護保険事業特別
会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第91号 平成30年度平塚市病院事業会計補正
予算 可決 ○ ○ ○ ○３

退１ ○ × × ○

第92号 監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会議案番号 件　名 結果 清 湘 公 自 共 Ａ Ｂ Ｃ

第3号 平塚市議会議員定数条例の一部を改
正する条例 可決 ○

○１
×２
退１

○ × × × × ×

議員提出議案

請願番号 件　名 付託委員会 結果

平成29年
第7号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制
労働の改善を求める意見書を提出すること
を求める請願

環境厚生�
常任委員会

継続�
審査

平成29年
第8号

「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の
実現」を求める意見書を提出することを求
める請願

環境厚生�
常任委員会

継続�
審査

請　願

市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 湘 公 自 共 Ａ Ｂ Ｃ

認第1号
決算の認定について
〔平成29年度平塚市一般会計・特別
会計決算〕

認定 ○ ○ ○ ○３
退１ × × × ○

認第2号 決算の認定について� �
〔平成29年度平塚市病院事業決算〕 認定 ○ ○ ○ ○３

退１ ○ × × ○

認第3号 決算の認定について� �
〔平成29年度平塚市下水道事業決算〕 認定 ○ ○ ○ ○３

退１ ○ ○ ○ ○

第65号 利益の処分について 可決 ○ ○ ○ ○３
退１ ○ ○ ○ ○

第71号 平塚市一般職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○３

退１ × × × ○

第72号 平成30年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

第73号 平成30年度平塚市競輪事業特別会計��
補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

第74号 平成30年度平塚市水産物地方卸売市
場事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

第75号 平成30年度平塚市介護保険事業特別
会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

第76号 平成30年度平塚市病院事業会計補正
予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

第77号 専決処分の承認について� �
〔平成30年度平塚市一般会計補正予算〕承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第78号
専決処分の承認について� �
〔平成30年度平塚市水産物地方卸売
市場事業特別会計補正予算〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第79号
平塚市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○

第80号 平塚市市税条例等の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○

第81号
アメリカ合衆国軍隊の構成員等が所
有する軽自動車等に対する軽自動車
税の賦課徴収の特例に関する条例の
一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○

第82号 平塚市都市公園条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第83号 指定管理者の指定について� �
〔平塚市勤労会館〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第84号 指定管理者の指定について� �
〔平塚市土屋霊園〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第85号 指定管理者の指定について� �
〔平塚市営住宅及び共同施設〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第86号 指定管理者の指定について� �
〔旧横浜ゴム平塚製造所記念館〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第87号
指定管理者の指定について� �
〔平塚市立軟式庭球場・平塚市立桃浜
町庭球場・大神スポーツ広場〕

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第88号
指定管理者の指定について� �
〔湘南ひらつかパークゴルフ場・土沢
野球場・土沢多目的広場〕

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告番号 件　名
第15号 専決処分の報告について

報　告

　本会議など各種会議での質問や答弁などは、会議録にまとめて公開
しています。12月定例会の会議録は２月中旬から公開します。市役所
本館８階の議会図書室や５階の市政情報コーナー、各地区の公民館、
各図書館でご覧ください。
●会議録検索システムのご利用を
　閲覧には、市議会ホームページの会議録検索システムもご利用くだ
さい。キーワードや日程、発言者から検索できます。

会議録は２月中旬に公開お 知 ら せ

　政治家が選挙区内の人に、次のような金銭や物品を贈る行為は法
律で禁止されています。また、有権者が政治家へ寄附を求めること
も禁止されています。

政治家の寄附行為は禁止
有権者が寄附を求めることも禁止です

〇病気見舞い
〇お祭りへの寄附や差し入れ
〇地域行事への飲食物の差し入れ
〇入学祝いや卒業祝い
〇お歳暮やお中元　　　　　　　など


